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１．インフラ⽼朽化に対する効率的管理と更新

• 下水道施設（管路）の老朽化

– 管路施設延長は約４７万ｋｍに（2017年度末）

– 20年後には、布設後５０年超の管路が全体の３割以上に急増

1

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20
S2
9以

前 S3
2

S3
5

S3
8

S4
1

S4
4

S4
7

S5
0

S5
3

S5
6

S5
9

S6
2 H2 H5 H8 H1
1

H1
4

H1
7

H2
0

H2
3

H2
6

H2
9

管
路

管
理

延
長

の
推

移
（万

㎞
）

布
設

年
度

別
管

路
管

理
延

長
（千

㎞
）

年度

布設年度別管路管理延長

各年度末時点の管路管理延長

約47万㎞

老朽管が急増

50年経過
約1.7万㎞
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50年経過
約1.7万km（約4%）

10年後には
約6.3万km（約13%）

20年後には
約15万km（約32%）
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• 下水道管路施設の点検 現状と課題

– 腐食の恐れの大きい管路は5年に1回以上の点検を義務づけ

– 点検実施計画では後年度の負担大。計画の平準化が必須

– 同時に、調査点検効率の高い技術がもとめられる

１．インフラ⽼朽化に対する効率的管理と更新
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2か年間の点検
実績は２０％に
とどまる

特に市町村では
後年度の点検の
負担が大
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１．インフラ⽼朽化に対する効率的管理と更新

• 国総研の取り組み

（１）適切な管路マネジメントサイクルの構築
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①布設条件や管材の種類など応じた点検箇所・点検調査技術の選定

②劣化状況等に応じた最適な補修/改築/構造変更の選定基準の提示

省 略

机上ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 現場ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 詳細調査

判

断
省 略

■施設重要度や経過年数・管
種等による傾向から抽出

■詳細調査（TVカメラ調査）や現場スクリーニング
を要しない境界条件を分析、判断基準を提示

①点検箇所の選定手法のイメージ
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１．インフラ⽼朽化に対する効率的管理と更新

• 国総研の取り組み （管路ストックマネジメント）

（２）新たな管路スクリーニング調査・劣化診断技術の開発

• 従来技術より調査・診断効率の大幅向上を目標

下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）

○スクリーニング技術の例 ○詳細調査技術の例
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２０１８ 平成30年西日本豪雨、台風21号
２０１９ 台風15号、台風19号災害 等

危機的状況が現実のものに

２．既存ストックの賢い利⽤で社会ニーズに対応
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国土交通省気候変動適応計画 （2015.11）

• 我が国の気候変動に関する状況は既に人命や人
の健康、社会経済活動に多大な影響が及ぶ、危
機的な状況に

• 今後の影響の拡大を防ぐための適応策を実施す
ることの重要性、緊急性は諸外国と比較しても極
めて高い
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２．既存ストックの賢い利⽤で社会ニーズに対応
下⽔道施設の⾼度な活⽤で⾃然災害に対応

• 内水被害対策として下水道にもとめられるもの

• 下水道における対策上の留意点

– 降雨から下水管への流入、流下が極めて短時間

– 施設運転や避難行動のリードタイム確保が課題
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◆施設整備の着実な推進とともに、即効性のある対策も必要

・既存施設の機能向上、ICT活用などによる管理の向上

◆施設の能力を上回る外力（豪雨）への対応

・施設運用の工夫による減災

→ 水位情報の活用、貯留施設や排水ポンプの運用

・避難行動や、自助・共助の減災行動の支援
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２．既存ストックの賢い利⽤で社会ニーズに対応
下⽔道施設の⾼度な活⽤で⾃然災害に対応

• ICTを活用した浸水対策、降雨・浸水予測システムの開発

下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）

短時間降雨予測 →リアルタイム流出予測 →施設運転支援
（排水ポンプの先行運転等） ＆ 住民避難等の自助・共助支援
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ICT活用浸水

対策、予測シ
ステムの例
（イメージ図）
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３．IoT,ICT等の活⽤による社会資本の⾼度利⽤

• センサー情報の活用による下水処理の省エネ化・高度
化技術の開発 （B-DASHプロジェクト）

– 最新の水質センサー技術の活用

– 水処理の運転条件の演算システム開発とその最適化技術

– 多数のデータ監視と解析による運転プロセスの管理
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アンモニアセンサーの活用

ICT活用による下水処理

の効率化、高度化技術の
例（イメージ図）曝気風量調整で省エネ運転

運転制御の調整・処理性能の安定化

【現場側】

【リモート側】

• 下水処理プロセスの大幅
な省エネ化

• 既存施設を使った高度処
理の実現

• 流入水質の変動にも迅速
な対応が可能に
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３．IoT,ICT等の活⽤による社会資本の⾼度利⽤
進化する下⽔汚泥の利活⽤技術

• 下水処理場における再生可能エネルギーの創出

– 下水汚泥処理施設に地域の様々なバイオマスも受け入れて
回収エネルギー増加 （B-DASHプロジェクト）

⇒既存の下水処理場を「再生可能エネルギー拠点」に
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メタンガスの回収下水汚泥と
地域バイオ
マスの利活
用技術の例
（イメージ）


